
『新修 大阪市史』第 7 巻 

 

 写真は『新修 大阪市史』第 7 巻、1994 年。この巻は「大正 14 年 4 月の第 2

次市域拡張から昭和 20 年の太平洋戦争終結までを扱う。」小山仁示先生が全体

の編集担当であり、先生らしい構成と記述がみられる。目次は下記のとおり。 

                  （数字は「節」、そのあとの事項は「項」を示す） 

第１章 都市政策の展開 

1 恐慌期の都市政策   大大阪の建設  財政危機の進行と大阪市財政  政党政治下の 

大阪市政 

2 準戦時体制下の市政   都市膨張と都市問題  行財政と市政の再編成 

3 国家総動員体制と市政   戦争による市政の変化  戦時行政と都市問題 

4 太平洋戦争下の市政   翼賛体制の確立  戦争末期の大阪市政 

第２章 産業と経済の変貌 

1 恐慌下の大阪経済   金融恐慌と大阪経済  昭和恐慌と大阪経済 

2 景気の回復と産業構造の転換   素材型工業都市への発展  大阪製品の世界的進出 

大阪経済の地盤沈下の進行 

3 日中戦争と統制経済   経済統制による産業再編成の強行  重化学工業の設備拡張

と地域展開  軽工業と中小企業の戦時再編成  電力業の再編成 

4 太平洋戦争下の大阪経済   経済統制の強化と企業整備  大阪経済の変貌 

第３章 市民生活と社会運動 

1 大阪市民の生活史   大大阪の住民  日常の市民生活  都市社会問題の諸相  

2 社会運動の発展・激化・衰退   労働運動の発展と無産政党の成立  大恐慌と生活 

防衛闘争の激化  満州事変期の市民生活  ファシズムの進展と民衆の抵抗 

3 広がる戦線と銃後   社会運動の解体  戦時下の市民生活 

4 太平洋戦争下の市民生活   戦局の悪化と市民  空襲による焦土化 

5 大阪市民と軍隊   昭和初期の大阪の軍隊  日中戦争と大阪の軍隊  太平洋戦争 

と大阪の軍隊  本土決戦と大阪の軍隊 

第４章 文化と教育 

1 大阪の都市文化   音と光の文化  近代洋風生活の普及  軍国主義と文化 

2 昭和初期の教育   初等教育の変遷と室戸台風  教育の拡充 

3 戦時下の教育   中等学校入試の変化  戦局の悪化と学校教育 

4 学童疎開   集団疎開の準備と実施  集団疎開の強化と終了 

(2018 年 11 月 12 日) 


